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1．血中ACTH濃度測定法の基礎的検討ならびに健常

　者におけるCRF反応

原秀雄伴良雄九島健二
長倉　穂積　　海原　正宏　　　（昭和大・三内）

　日本DPC社のACTH　RIAキットの基礎的検討と健

常者のCRF試験について検討した．標準曲線は，12－

797pg／mlまで直線性を有し，最低検出濃度は19　pg／mt

であった．同時・日差再現性の平均CVは，それぞれ

6．3，8．1％で，平均回収率は，98．1，103．8，104．1％であ

り，また，firstならびにsecond時間は，1，2時間で十

分であった．交叉反応は検討した範囲では，αMSHと

2．9％の交叉のみであった．01ate，　Bil，Hbによる測定

系への影響は認めず，血清と血漿での測定値に有意差は

なかった．健常者の血中ACTH濃度は，平均で29．4

士7．0（SD）P9／mlで，　CRF試験は全例反応し，1例で

のデキサメサゾン抑制試験でも明らかに反応した．以上

より，本キットは血中ACTH濃度の測定に有用と考え

られた．

2．51Cr標識赤血球による脾臓機能の解析

熊澤昭良 （東大医科研・放）

　Jand1，　J．H．やMcCurdy，　P．R．らによって研究された

溶血性貧血における脾摘の指標に対して，システムにお

ける入出力関係における重み関数や積分核を求めること

によって，脾臓における赤血球の補足および破壊の様子

を明らかにすることを可能にした．血中の放射能の時刻

0に対する時刻tのときの比の値をv（t），脾臓の放射能

の時刻0に対する時刻tのときの比の値をu（t），時刻t

における血液1　ml中より減少した放射能をx（t），　y（t）＝

u（t）－v（t），全循環血液量をVm1，脾臓の循環血液量を

Vom1とすると，

　　y（・）＝＝／lg（・）・（・一・）dr

∫1・（・）d・一∫k（ξ）x（トξ）dξ一　一一　U－°・（・

よりg（τ），k（ξ）を求めることができる．　g（τ）は赤血球の

補足能を示し，k（ξ）は赤血球の破壊処理時間を示してい

る．

3．膀胱尿管逆流症例の腎機能評価における99mTc－

　　DMSA摂取率測定の意義

　　　竹中　直子　　渡辺　千恵　　中野　敬子

　　　太田　淑子　　近藤　千里　　牧　　正子

　　　廣江道昭　　日下部きよ子重田　帝子

　　　　　　　　　　　　　　　　　（東女医大・放）

　　　東間紘田辺一成相良理枝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同・泌）

　99mTc－DMSAは，腎尿細管上皮に選択的に摂取され，

腎実質機能をよく反映することが知られている．われわ

れは，尿管結紮をしたラットの実験から，99mTc－DMSA

腎摂取率は腎実質機能を反映すると，推定した．

　対象は，VURを有する1か月から14歳の小児16例

で，VURを両側に有するものは10例，20尿管（Grade

I－3例4尿管，II－3例4尿管，　III－2例3尿管，　IV－

5例7尿管，V－1例2尿管），片側のみのVURは6例
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